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IP コミュニケーション
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シスコの IP コミュニケーション環境

256 拠点をカバー

69,368 台の IP 電話を設置

21,670 ユーザに IP Communicator を導入

25 の Cisco CallManager クラスタが各サイトをサポート

46,200 ユーザが Cisco Unity ボイスメールを利用

50ヶ所の Tier 1 サイトが稼動、20841 ユーザが Unified Video 
Telephony Advantage を利用

12ヶ所の IP コンタクトセンター

グローバルでの展開状況
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IP コミュニケーション概観

IP テレフォニー

柔軟性

•262 台の PBX の機
能を 25 の Call 
Manager クラスタに
集約。管理性は向上
し、新サービスの柔
軟な展開が可能に

コスト削減

•サンノゼでは年額
150 万ドルの PBX 
リース料を削減
•配線コスト、場所
代が不要になった
ため、新規オフィス
への導入コストが
減少（サンノゼでは
1棟あたり 25 万ド
ルの節減）

モビリティ

•柔軟なオフィス環境
実現の柱となった IP 
Communicator と
Extension Mobility
•出張中の従業員に
機動性をもたらす
VPN とワイヤレスに
対応した IP 
Communicator

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

•Cisco IP テレフ
ォニー アプリケー
ションにより
GTRC メニューや
売買契約、サービ
スを簡素化

ビデオ

•シスコの IP テレフォ
ニー ソリューション
が作るシームレスな
音声・ビデオソリュー
ションインフラを基盤
にした強力なコラボ
レーション環境
•20481 人を超える
Unified Telephony 
Advantage ユーザ
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シスコの IP テレフォニー環境
ヨーロッパ、中東およびアフリカ地域(EMEA)
３つの拠点にまたがる巨大な CCP/SRST クラスタ
遅延に対応するため、３基の
Cisco CallManager はスタンドアロン型に

CCP: Centralize Call Processing
SRST: Survivable Remote Site Telephony

アジア太平洋地域(Asia Pacific)
５つの CCP/SRST クラスタが 40ヶ所
のオフィスをカバー

サンノゼ

ヨハネスブルク

東京

シドニー

シンガポール

香港

アムステルダム
ロンドン

インド

ドバイ

ボストン

ローリー

トロント
ブリュッセル

テルアビブ

アメリカ地域(Americas)
• ローリー：アメリカ南東部、および南米をカバー

• ボックスボロ：アメリカ北東部、およびカナダをカバー

• サンノゼ：アメリカ中西部、およびメキシコをカバー

• トロント（Kanata）：カナダ全域をカバー
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サンノゼキャンパスの事例

メーカー固有の TDM ネットワーク

アーキテクチャ

64 基の EPN 機器用キャビネット

２基のデュアルプロセッサキャビネット

45 棟の建物に分散

32,000 台のエンドデバイス

インストール

EPN ごとに 2.5人のエンジニアを要し、
所要時間は２～３ヶ月

サポート

Lucent 社からポートごとの課金
移動・増設・変更＝６～８人の技術者

共有型 IP ネットワーク

アーキテクチャ

既存のインフラで構築したネットワーク

11 台のサーバ

２棟の建物（Building K と 12）に集約

26,000 台のエンドデバイス

インストール

２人のエンジニアで８時間

サポート

ポートごとの課金なし
移動・増設・変更＝１つの INS 総合チーム

旧来の TDM 環境 新しい IP 環境
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過去 現在 将来

IP テレフォニーの変遷

PBX のみのインフラ

2000 年～2002 年にかけて
IP Call Manager に入れ替え

節減できたリース料：サンノ
ゼでは年間 150 万ドル

グローバル：

– 69,368 台の IP 電話

– 25 の IP CallManager 中
央集中型呼処理クラスタが
稼動

サンノゼキャンパス：

– ひとつのクラスタが
26,000 台の IP 電話をサポ
ート。99.998% の高可用率
を実現（最近 24ヶ月）

IP Communicator、Unified Video 
Telephony Advantage を導入

グローバル IP テレフォニー アプリ
ケーション

ビジネスに新しい可能性をも
たらす新機能搭載の CM と新
しい IP テレフォニー アプリケ
ーション

H.323 と SIP 社のビデオソリ
ューションをシームレスなソリ
ューションに統合する完全ビ
デオソリューション

音声会議をリッチメディアコミ
ュニケーションに拡張

IP テレフォニーの内線を従業
員の自宅でも使用可能に
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生産性 コスト削減運用性

IP コミュニケーションがもたらした利点

監視の自動化

グローバルでの管理

とアップグレード

PBX のリース料と保守管

理契約費をカット（サンノゼと
アメリカ地域だけで年間 770 
万ドル）

データセンター スペースの
削減

既存のスペースの利用

世界のほとんどどこから
でも利用可能になった IP コ
ミュニケーションツール
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その他、各ビジネスソリューションに対する Cisco IT の事例研究は、
Cisco IT @ Work をご覧ください

http://www.cisco.com/jp (シスコシステムズ→ Cisco IT @ Work )


